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82 明（4）

明代の文化 全般的な傾向として「漢民族の文化の復興」が意識された。

１）永楽帝 位1402-24 は編纂事業を重視、古今の書籍を分類・整理。帝位簒奪者の負い目を払拭する意図もある。

①一種の百科事典である『【1: 】』えいらくたいてん を編纂させた。中国最大の類書（内容が似ている書物という意

味ではなく、分類項目を立て、項目毎に関連した文章を網羅的に集めた書物のこと）。22,877巻。11,095冊。1408年完成。

出版されたのではない。膨大すぎて手書きで副本をつくるのが精一杯だった。各分野の原本から（原本をほぼ再現できる

ほど）直接引用しているのが特徴。ただし、一部しか現存しない。

16世紀に、正副の二本がつくられ、原本は南京、正本は文淵閣、副本は北京の皇城内に収蔵された。正本は明末の動
乱で焼失。副本は清朝に継承され、乾隆帝の命による『四庫全書』の編纂に活用された。アロー戦争や義和団の乱な
どにより、大部分は失われ、伝えられているのは60冊余り。いったい、全部で何セットあったのか？上記の説によれ
ば完成時２セットと16世紀に２セットで合計４セット。

≪混同注意≫ 1856年に勃発したアロー戦争（第二次アヘン戦争）に際して、イギリス・フランス連合軍が円明
園に侵入、円明園は彼らによって略奪、破壊され廃墟となった。その際、ぬかるむ泥道で大砲を前進させるため
に地面に敷き詰めたという有名な文化破壊の野蛮エピソードで犠牲となったのは、永楽大典ではなく「円明園」
内の「文源閣」に収められていた清代の『四庫全書』の正本である(これを『永楽大典』と記述する例があるが誤
りである)。『四庫全書』は「類書」ではなく「叢書」であり、既刊の多くの書物を同一の体裁の下に集大成した
もので、『永楽大典』より規模は大きい。原本が失われても、ここにそっくり収録されていれば再現さえ可能であ
るが、清朝により勝手な削除、改竄が行われているので油断はできない。

②注釈書を作った。
『四書大全』････「四書」の注釈書。全36巻。1415年刊。科挙試験の際の解釈の基準となった。

『大学』『中庸』『論語』『孟子』

『五経大全』････「五経」の注釈書。全154巻。1415年刊。これも科挙試験の際の解釈の基準となった。

『易経』『書経』『詩経』『礼記らいき』『春秋』

『性理大全』････元の宋学（性理学、朱子学）説を集大成。全70巻。1415年完成。

２）朱子学（＝官学）は、しだいに形式主義に陥る。朱子学を批判する学者が登場した。 №75で簡単に述べた。

①【2: 】おうしゅじん／おうようめい 1472-1528 は、【3: 】を説いた。

自主性を尊重し、実践を重視する。行動と無縁な知識を否定し、知行合一 ちこうごういつ を唱えた！

無学な庶民や子どもでも、人には生来、「理」（人としてあるべき道徳）が備わっている（心即理）。その心のままに実践

せよ（知行合一）と説く。孟子の性善説の系譜を引く。朱子学では「理」は学問や修養で到達できるとする点が異なる。

また、南宋の儒者で朱熹と激しく対立した陸九淵（「心即理」の唯心論）から影響を受けている。

日本では吉田松陰、高杉晋作、西郷隆盛らも陽明学を学んだ。大塩平八郎の乱を起こした大塩平八郎も陽明学。37歳で

朱子学から陽明学に転じた中江藤樹（1608-48）は諸藩の招きを断り老母に孝を尽くしたエピソードで有名。

②【4: 】りし／りたくご 1527-1602 ････いわば「陽明学左派」

仏教を信じ童心を重んじ、儒学の礼教を偽善として非難。商人の営利活動を弁護し、男女平等を説いた。その革新的な

言辞により反逆者とされ、投獄され自殺した。

３）明末に考証学が興る（確立は清中期）････客観的・実証的に古典を究明。訓詁学と異なり経世致用を目的とした。

４）【5: 】さんばん が普及。

５）庶民向けの文学作品が出版された。一部は№78で既に述べた。

『【6: 】』さんごくしえんぎ････ 原型は元代に成立。羅貫中が明初に編纂した口語の長編歴史小説。

三国時代の抗争を英雄・豪傑たちの物語を通して雄大複雑に描く。階層を問わず広く読まれた。

≪警告≫この作品は、今お読みになると、面白すぎて膨大な量があり、受験生活の妨げになる恐れがあります。

『【7: 】』すいこでん････原作は元代の施耐庵。羅貫中が明代に編纂した（異説あり）勧善懲悪の長編小説。

北宋末の山東を舞台に、梁山泊 りょうざんぱく に集まる108人の正義の豪傑たちの物語。

中国の民衆文学を代表する２作品。 わが国でもおなじみ。

『西遊記』････ 呉承恩作の口語長編小説。16世紀後半に完成。玄奘三蔵が孫悟空らを引き連れて魑魅魍魎 ちみもうりょう

の跋扈 ばっこ する西域を天竺（インド）まで旅行する物語。

『金瓶梅』きんぺいばい････作者は「蘭陵笑笑生」と称するが不詳。明末の万暦年間（1572年～1620年）の作と推定され
る風俗小説。「水滸伝」の中の武松のエピソードを発展させ、富豪（豪族）の西門慶をめぐる6人の夫人やそ
の他の女性との交友を通じて、明代の風俗や生活が巧みに描写されている。タイトルの「金瓶梅」は西門慶と
関わる潘金蓮、李瓶児、龐春梅の名前から一文字ずつ取ったもの。豪族の裏面生活が活写されている。

≪警告≫この作品は、諸君の年代にはお勧めできません。

これが明代の「【8: 】」である。《頻出》

以上の他に明代の有名な作品として『牡丹亭還魂記』ぼたんていかんこんき がある。湯顕祖撰が著した長編戯曲。死後蘇っ

て、愛する青年と結ばれるという伝奇的内容。この作品は、わが国の有名な怪談『牡丹灯籠』の原案となっている。

５）明の時代、16世紀なかごろから、【9: 】の宣教師が中国にやってきた。後掲 ６）

清代には更に多くの宣教師が中国に滞在した。宣教師はヨーロッパの科学技術をもたらした。

イエズス会の宣教師はヨーロッパの新奇な学問･技術を布教の道具に活用しようとした。

６）宣教師の活躍 明末文化の大きな特色は科学技術への関心の高まりである。宣教師はこれに応えた。

以下の二人はそれぞれの分野に通じた「理数系」の立派な専門家であるが本業はあくまで伝道者。
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ⅰ）【10: 】Matteo Ricci 伊 1552-1610 利瑪竇 りまとう

16世紀末から17世紀初めの イエズス会最初の中国伝道者。1583年入国、1601年北京滞在許可、1610年北京で死去。

①ヨーロッパの天文・暦法・地理・数学・砲術などを紹介した。

②1602年【11: 】こんよばんこくぜんず‥‥地球球体説に基づく漢訳版世界地図。中心は中国。６枚１組。

中国人の世界観に大きな影響を与えた。坤は大地、輿は乗り物の意で坤輿＝地球。写真による出題に備え見ておこう。

これは、特に日本に大きな影響を与えた。世界に３部現存のうち２部は日本にある。あと１部はローマ教皇庁。難関

大でこれを漢字で書かせる問題が出題された「皇輿全覧図」とともに漢字練習！

≪混同注意≫ 清の康熙帝の命で、宣教師ブーベ（仏1656-1730）が作成した「皇輿全覧図」こうよぜんらんず

は中国最初の実測地図。10年かけて、中国全土で大規模な測量を実施した。両者は超頻出。

③『幾何原本』（エウクレイデス幾何学）を、弟子で信者の徐光啓（1562-1633じょこうけい、進士合格の高級官僚）とともに漢訳。

ⅱ）アダム=シャール Adam Schall 独 1591-1666 「湯若望」とうじゃくぼう。明末に中国に来て活動中に清代になった。

明末、月蝕を予測し的中したことから名声を博し、明の最後の皇帝崇禎帝に召された。

信者の徐光啓（高級官僚、マテオ=リッチの弟子だった）らと『【12: 】』（西洋暦法によって編纂した暦法書）

を作成したが、明代では施行されなかった。『崇禎暦書』に書かれた暦法は、ようやく清代の1645年に、やや修正して「時

憲暦」として施行された。明滅亡後は清に仕え、欽天監正（天文台長官）として活躍。1666年北京で死去。

『崇禎暦書』に書かれた暦法が明代に施行されなかった訳は№78を復習せよ。

≪復習≫ 元代の【13: 】らによって編纂された太陰太陽暦の授時暦 じゅじれき は1281年から実施され、明で

も【14: 】（だいとうれき）と名を変えて明の末年（1644年）までの364年間に渡って使用されていた。

こうしたヨーロッパの新奇な学問･技術も、科学や技術を軽視する士大夫層、郷紳の世界観を変えることは困難であり、社

会を根本から変革する契機とはなりえなかった。

７）ヨーロッパ科学技術の刺激、実践を重視する陽明学の成立、さらに飛躍的な産業の発展を背景に、明代には実用的・実証

的な学問、【15: 】が発達し実用書が出版された。日本など東アジア諸国にも影響を与えた。

『【16: 】』ほんぞうこうもく 李時珍1523?-96? 薬物とその処方例 万暦帝が出版に貢献

『農政全書』のうせいぜんしょ 【17: 】1562-1633

『天工開物』てんこうかいぶつ 宋応星1590?-1650? 産業技術の図入解説書

８）絵画では２つの流派と２人の画家をおさえよう。

①文人画 ②南宗画（なんしゅうが 南画） ③董其昌 ④院体画 ⑤北宗画 ほくしゅうが ⑥仇英 以上のジャンル概念と人

物を明末の画家董其昌 とうきしょう1555-1636 が整理している。

董其昌は宮廷の画院で描かれた院体画に象徴される職業画家の画風を、技法のみに拘泥するものと批判し、画家の

内面性・精神性が表現されている絵画を高く評価して、これを文人画と呼んだ。彼によれば起源は唐代の王維で、

宋代に士大夫によって多く描かれ、元末の四大家が山水画を柔らかく描く様式として南宗画を開き、これが明代に

全盛期を迎えた。彼はこの系譜の上に自らを位置づけ、世間的には南宗画の大成者として評価される。他方、院体

画は濃厚な着色や鋭い輪郭の山水画を描く者が多い北宗画に発展する（南宗・北宗は禅の宗派、南宗禅・北宗禅に

ちなむ）。明代の代表的画家が仇英 きゅうえい 16世紀前半頃 である。なお院体画は唐代から、文人画は五代・宋の時代

には既に盛んだった。明代には次のようになった。

①文人画･･････②南宗画（南宋画ではない） 董其昌

④院体画･･････⑤北宗画（北宋画ではない） 仇 英

９）明代の陶磁器

染付 そめつけ 一度焼成してコバルト顔料で絵付けし、ガラス質の透明な釉薬をかけて再度焼いたもの。元代後期に開発

され、鮮やかなコバルトブルーの発色が美しい元代を代表する陶磁器で主要な輸出品だった。明代には景

徳鎮で更に改良され製作は続いた。

【18: 】 一度焼いた白磁に赤を主調として黄・緑・黒・青などの多色の顔料で描画し再度焼いたものが赤絵。明代

あかえ に景徳鎮で開発され、15世紀以降は生産量で染付を圧倒した。

2010 駒澤大学 抜粋 編集

・・・・ところでイエズス会士は一般に、海外渡航前にヨーロッパで10年以上の期間をかけて最新の学問を学んでいた。その

ため、中国ではキリスト教の教義のほか、特に彼らが持つ数理科学の知識と技術に耳目を集めることになる。マテオ＝リッチ

は、17世紀初めに世界地図『 2 』を作製した。同図は、その治世初期に張居正に輔佐された 3 に献上されている。なお、

この世界地図が刊行間もなく朝鮮半島そして日本にも伝わっているように、宣教師たちがもたらしたヨーロッパの知識と技術

は、さほどの時をおかず周辺の漢字文化圏にも伝播した。ほかに、リッチと親交のあった 4 がその口述を受けて筆記した『幾

何原本』など、イエズス会士に関わる著書・訳書の中には清に伝わり、例えば 5 の命により編集された一大叢書『四庫全書』

に収められたものも少なくない。 正解 2 坤輿万国全図 3 万暦帝 4 徐光啓 5 乾隆帝

2013 青山学院大学 抜粋 編集

(1) 宋応星は、産業技術の解説書である( A )を編さんした。

(3) 王重陽が儒教・仏教・道教の調和を説く( C )をおこした。

(4) 銭大昕は、古典を読み解く考証学を発展させた。

(5) 朝鮮で、訓民正音が考案され、文化事業が推進された。

(6) ( D )は、「知行合一」を説き、陽明学をうちたてた。

問１ （1）～（6）を古い順に並び替えよ。 問２ ACDに適語を。

正解 問１ (3) (5) (6) (1) (4) 問２ A 『天工開物』 C 全真教 D 王守仁


